
2021年 4月 13日 

報道関係各位 

 

一般財団法人材料科学技術振興財団 

武庫川女子大学 

 

一般財団法人材料科学技術振興財団（ＭＳＴ）と武庫川女子大学の

「新型コロナウイルスに係るＰＣＲ検査及び教育・研究の連携協力

推進に関する基本協定」の締結について 

 
 

一般財団法人材料科学技術振興財団（MST）＝以下、ＭＳＴと表記＝と武庫川女子大学は、

「新型コロナウイルスに係る PCR 検査及び教育・研究の連携協力推進に関する基本協定」

を締結しましたので、ご報告いたします。 

  

基本協定の連携協力推進の内容は以下の通りです。 

 

１．新型コロナウイルスに係る PCR検査及び新型コロナウイルス感染症の診断 

２．学術交流に係る人材交流 

３．武庫川女子大学における教育・研究活動への協力 

４．その他本協定の目的を達成するために必要な連携・協力 

  

 武庫川女子大学は 2021 年 11 月、安心安全な教育・研究環境を構築しようと、薬学部に

「武庫川女子大学 PCR センター」を開設。武庫川学院の全学生・生徒、教職員を対象に運

用を行っており、将来的には近隣住民の方々にも対象を広げ、地域の安全安心にも貢献した

いとしています。 

  

ＭＳＴは、1984年（昭和 59 年）に科学技術庁長官（現文部科学大臣）の諮問に対する答

申に基づいて、内閣総理大臣により設立認可された財団で、最先端の新材料に関する基礎的

研究を行うともに、諸研究の助成、新材料の解析評価を実施、近年は AI（人工知能）と分

析技術の融合を目指し新しい技術開発に取り組んでいます。 

  

武庫川女子大学と MST が連携することで PCR 検査をより円滑に進め、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止に貢献することが今回の協定締結の第一の目的です。協定の締結式は 4月



12 日、武庫川女子大学中央キャンパスで行われ、ＭＳＴの戸谷一夫理事長と武庫川女子大

学の瀬口和義学長が基本協定書を披露しました。 

  戸谷理事長は「武庫川女子大学と MST がそれぞれの機能、役割を生かして連携関係を結

ぶことは意義深く、PCR 以外にも有意義な交流を見いだしていきたい」。瀬口学長は「本学

は女子大としては学生数で全国最多であり、多くの理系の学部があります。協定を機に、将

来的には教育、研究面でもメリットを共有し、互いに発展していきたい」と、それぞれ、あ

いさつしました。 

 本件は、大阪科学・大学記者クラブ、西宮市政記者クラブの各加盟社に送付していますの

で、ご了承ください。お問い合わせは、下記までお願いいたします。 

 

【武庫川女子大学薬学部】 

 

・篠塚和正薬学部長（武庫川女子大学ＰＣＲセンター長） 

Tel：0798‐45‐9984 携帯：090‐8574‐6008 

 ・三浦健講師（薬学教育推進センター） 

  Tel：0798‐45‐9968 

・薬学部事務室 

Tel：0798‐45‐9931 

 

【一般財団法人材料科学技術振興財団】 

 

・鑑定科学技術センター 

Tel：03-5727-0737（代表） 

 


